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［２０２０年５月３１日主日礼拝説教要旨］ 

 

「しっかりと立つ」 

聖書の箇所：Ⅰペテロ ５：６～１１ 

今週の御言葉：「この恵みの中に、しっかりと立っていなさい。」（Ⅰペテロ５：１２） 

 

＜導 入＞ 

 今日は、今年のペンテコステ記念日です。イエスの復活から５０日目に、聖霊が下られた

ことを覚える日です。この日以来、聖霊はこの地上に働いておられ、そのみわざを行なって

おられます。ペンテコステの著しい神様のみわざによって弟子たちが全く造り変えられ、教

会が生まれました。聖霊によって造り変えられた弟子の一人に、ペテロがいます。ペテロは、

復活されたイエスから信仰の指導者として任命され、エルサレム教会の中心的な働きを担い

ました。その働きはエルサレムにとどまらず、サマリヤをはじめとする異邦の地まで及びま

した。そして、ペテロはローマにまで行き、ローマの教会の指導者として活躍しました。と

ころが、彼がローマで福音宣教にあたっている時に、迫害の嵐が吹き荒れました。特にネロ

皇帝によるクリスチャンに対する迫害は厳しいものでした。その迫害は、ローマだけにとど

まらず、小アジアにまで及びました。そこで、ペテロはクリスチャンになったばかりの異邦

人に対して、その苦難をどのように乗り切ればよいのかを、手紙に書いて伝えました。それ

が、ペテロの手紙です。ペテロが、その手紙で伝えたい中心のメッセージは、５：１２「こ

の恵みの中にしっかりと立っていなさい」です。どのような信仰の嵐が吹き、苦難が押し寄

せてきたとしても、神様の恵みにしっかりと立ち、イエスに対する信仰に生き続けてほしい

というメッセージです。あの宗教改革に目覚めたマルチン・ルターは、「ここに私は立つ。そ

れ以外に何をすることもできない」と言いました。彼は、神様の恵みに立って当時の宗教権

力に抵抗しました。人生にどのような苦難や試練が押し寄せてきたとしても、また時代がど

のように動いたとしても、「神様の恵みに」しっかりと立つように、ペテロは励ましています。

今は、コロナ感染の第二波が叫ばれ、まだ収束までには時間がかかりそうですが、私たちは、

コロナ後の新しい社会の中にあっても神様の恵みにしっかりと立ちたいものです。 

  

主 題： 信仰生活の原則は、神様の力強い御手の下にへりくだり、ゆだねることです。そし

て悪魔の攻撃に備えて、身を慎み、目を覚ましていましょう。 

 

    Ⅰ．信仰生活の原則 

▽Ⅰペテロ５：１ ペテロは、この手紙の最後にあたって、苦難に直面しているクリスチャ

ンを励ますために信仰生活の送り方について語ります。その前に、自分自身の立場を明らか

にしています。まず、彼は自分のことを「同じく長老のひとり」と言います。当時、長老は

教会にとって大切な働きをしていましたが、その働きは自分ひとりではできないと考えてい

ました。「長老のひとり」として長老の働きを担っていること、つまり教会の働きは自分一人

で担うことはできず、互いに協力しながらその責任を全うしていくのであると自覚していま

した。教会の働きは、みんなが協力してこそなし得るものです。ペテロは、教会に立てられ

た長老の一人して、同じ目線で語ろうとしています。そして、彼は、「キリストの苦難の証人」

と言います。ペテロはイエスが捕えられ、裁判にかけられている時、大祭司の庭に入って行

きました。彼は、そこでイエスの苦しみを他の弟子たち以上に体験しました。ところが彼は、

そこでイエスを三度知らないと否んでしまいました。その時「主が振り向いてペテロを見つ
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められた。・・・彼は、外に出て、激しく泣いた」と記されています（ルカ２２：６１、６２）。

ペテロは、弟子たちから見捨てられたイエスの心の苦しみを垣間見ました。ペテロはイエス

の心の苦しみの証人となりました。その時、ペテロは失敗し、弱い自分のためにイエスが十

字架の苦しみを受けられ、しかも自分を赦し、受け入れてくださったことを味わいました。

それで、ペテロはイエスの十字架から離れては、自分はあり得ないと確信しました。その確

信に立って、彼は「キリストの苦難の証人」と言っています。それとともに「やがて現れる

栄光にあずかる者」であることを記しています。苦難は苦難に終わるのではなく、栄光に続

きます。ペテロは、あの変貌の山でイエスの栄光を見ました（ルカ９：３２）。ペテロは自分

の立場を十分わきまえ、自分の体験と与えられている希望をもって、信仰生活について「お

勧めします」と言っています。これらの信仰生活の原則は、彼の体験から出ていることです。

それで、彼は決して命令したり、上から目線で語ろうとはしませんでした。あくまで「お勧

め」ベースです。私たちも、こうするべきだと頭ごなしに言ったり、自分の考えを押し付け

ないように注意したいものです。 

▽さて、信仰生活の原則ですが、Ⅰペテロ５：６、７です。私たちは、神の力強い御手の下

にへりくだらなければなりません。「神の力強い御手」という言葉は、神様がその民をエジプ

トから救い出された時に使われています。出エジプト１３：９ ２００万人とも言われるイ

スラエルの民をエジプトから導き出すことは、人の力では不可能です。それは、まさに神様

の偉大な力の働きによります。神様の力強い御手は、イスラエルの民の歩みの中に確かに働

いていました。神様の御手のわざは現実です。私たちの救いも、神様の力強い御手のわざに

他なりません。神様なしの生き方や考え方をしている人が、神様を信じて生きるには、180

度の転回が必要です。それは、自分の努力や能力によるものではありません。神様の力強い

働きがあって、初めてできることです。もちろん、救いのきっかけや救いを受け入れる動機

は人それぞれ違うかもしれません。今、私たちがクリスチャンとして生きていること自体が、

神様の力強い御手のわざのあかしです。 

創世記５０：２０ ヨセフはあらゆる人生経験をしたあと、かつて自分を消そうとした兄

弟たちに、「あなたがたは、私に悪を計りましたが、神はそれを良いことのための計らいとな

さいました」と言っています。神様は、私たちの人生の様々な出来事の背後に働いておられ

ます。私たちは、悲しいことや苦しいこと、いやなこと、どうしてこのようなことが自分に

起こるのだろうと思う時も、神様の御手の中にあります。日々の淡々とした日常も、人生に

おける大切な節目も、神様の御手の中にあります。神様の力強い御手が、私たちの人生航路

の舵を握り、神様がその人の歩みを導いておられます。私の人生を振り返ってみても、あれ

は確かに神様のみわざであったと思うことがいくつもあります。また兄弟姉妹の人生につい

ても、神様の御手が動かされて、今の彼らがあると思うことがあります。神様は、「ちょうど

良い時」に、最善のみわざを行なわれています。どんな時も、「神の力強い御手」が、私たち

に働いていることを覚えましょう。 

▽こうして、神様の御前にへりくだるならば、７節「あなたがたの思い煩いを、いっさい神

にゆだね」るようになります。イエスは、次のように約束しておられます。マタイ６：３１

～３４ 私たちは、この神様の約束を知っていますし、信じているつもりです。このことに

関して、私は、かつて夏の小豆島で体験したことを思い出します。恥ずかしい話ですが、私

は泳ぐことができません。小学校の授業で水泳の時間があったのですが、ちょうどその時に、

私は交通事故で怪我をして、授業を受けられず、泳ぎを教えてもらえなかったからです。そ

れから十数年も経って、ある人が、私に泳ぎ方を教えて下さいました。人は水に浮くように

なっていますから、水にまったく委ねれば泳げますと言われました。しかし、私はおぼれる

という恐怖心が先にたって、自分で泳ごうとしました。自分の力で泳ごうとして、水に委ね

ることができませんでした。それで、未だに泳げません。信仰生活においても、同じような

ことが言えます。私たちは、このイエスの約束にゆだねることができずに、いろいろなこと
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を思い煩ってしまいます。どうして思い煩ってしまうのかと考えていくと、結局自分で何と

かしようとしているからだと思います。「思い煩う」とは、自分がすべてをなすべきであり、

また自分で行うことができると考えて生きるからではないでしょうか。しかし「神があなた

がたのことを心配してくださる」とあります。神様は、誰よりもあなたのことを心配してお

られます。私たちが思い煩う前に、私たちのことを心配して下さっている神様が、あなたの

そばにおられます。そのような恵み深い神様にゆだねるのです。 

Ⅱ．信仰生活の注意点 

▽Ⅰペテロ５：８，９ ここで、ペテロは信仰生活の現実に目を向けさせています。神様へ

の信仰を奪いとり、神様にゆだねることを阻止しようとしている悪魔の存在を明らかにして

います。神様への信仰に立ち続け、悪魔の攻撃に屈しないために、ペテロは二つの動詞を用

いてクリスチャンを励ましています。８節「身を慎み、目をさます」ことです。神様にすべ

てをゆだねることは、何もしないで、ただ無為に日々を過ごしてよいわけではありません。

そのために、「身を慎み、目をさまして」いなければならないのです。この言葉は、ペテロの

苦い体験からきています。あのゲッセマネの園で、イエスは神様のみこころがなるように、

血の汗を流して祈られました。ペテロは、その時「目を覚まして」いることができず、眠っ

てしまいました（マタイ２６：３６～４６）。悪魔は、神様のご計画をなそうとしておられた

イエスを最大限攻撃していました。その側にいたペテロはその戦いのことなどまったく知ら

ず、眠ってしまって神様への信仰に立つことができませんでした。このことは、ペテロの屈

辱的な敗北であり、信仰生活における大失敗です。ペテロは、この失敗を生涯忘れることが

できなかったに違いありません。私たちは、神様のために生きなければ、簡単に悪魔の手に

陥ります。このことをしっかりと心に刻み、あらゆる努力と勤勉さをもってイエスのために

生きなければならないと、ペテロは励ましています。もう一つは、９節「堅く信仰に立ち、

この悪魔に立ち向かう」ことです。ペテロは、苦難に直面しているクリスチャンが悪魔の攻

撃に負けて、信仰の告白をしない危険性を感じていました。悪魔は、瞬間々神様の存在を見

えなくし、神様のために生きるのを阻止しようと働いています。そのために、礼拝は非常に

大切です。ある先生が、「主なる神への礼拝が正しくなされる必要があります。主日礼拝は週

日の戦いのための不可欠な基盤であり、週日の歩みは主日礼拝に向かって展開される礼拝の

日々なのです」と書いておられます。主日礼拝は、日々の信仰生活にとって必要不可欠です。

日々の生活が神様への礼拝だから、主日礼拝をおろそかにしてよいわけではありません。日々

の礼拝の生活は、主日礼拝を目指して歩みます。もちろん、日曜日に仕事が入ったり、家族

のお世話など、それぞれの事情はありますが、神様はご存知です。こうして、私たちは、信

仰の戦いを戦い抜きます。 

▽９節後半の言葉も大切です。苦難に遭った時、クリスチャンは自分のことばかりではなく、

他の兄弟たちのことも考える必要があります。苦難に直面することは、あらゆる時代を貫き、

地域を越えて広がっています。過去の歴史を見れば、多くのクリスチャンが苦難に遭い、迫

害され、その積み重ねの後に、今の私たちがいます。また自分と同じ時代において、他の地

域にも苦難に出遭っている信仰者がいることを忘れてはならないのです。そのことは、在原

先生のアルゼンチン宣教ニュースを見てもよくわかります。私たちは、現実の苦難や問題を

歴史的な観点と世界的な視野をもって見る必要があります。そして悪魔がどのような巧妙な

わざをしているのかを見極め、それに対処しましょう。 

Ⅰペテロ５：１０ 「あらゆる恵みに満ちた神」とは、一つ一つの具体的な必要に応じて

良くしてくださる神様という意味です。神様は、どのような苦難や人生の出来事についても、

それにふさわしい恵みを与え、良くしてくださいます。その頂点が、イエスと同じ「永遠の

栄光」にあずかることです。これは、ペテロが抱いていた希望です。苦難を通り抜けた後に

は、このようなすばらしい約束があります。この約束を信じて堅く信仰に立ち続けましょう。 


